
 

 

 

 

 

 

 

 

       
                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

   

 

 

勝苑通信 
学校だより 

令和５年２月１日 

 茨城県立勝田中等教育学校 

多様な世界を知る 

  １月は中旬から寒い日が続き、ついに２４日には雪も降りました。今回は、水戸市やひたちなか市よりも那珂

市・東海村に積雪が多く、地域によって通学路の状況に差があったため、通学に関してご不便をおかけしたご家

庭も多かったことと思います。あらためてご協力に感謝申し上げます。 

  雪が降った数日間は、朝は-２度から-１度という日が続き、登校時に寒さにふるえる人も多かったと思います。

そういう時に思い出すのが、私が好きなドキュメンタリー”Most Dangerous Ways to School”「最も危険な通

学路」で見た、冬の間は平均気温が-40 度という世界で最も寒い村オイミャコン（ロシア）の生徒たちです。学

校は-50度以下になると休校ですが、-40度程度なら生徒は普通に登校します。洗濯物は瞬時に凍りついて板

のようになってしまい、排泄物も一瞬で凍りつくのでトイレが臭くない（凍結してしまうので水道管はない）ほどの

想像が出来ない寒さの中、子供たちは何枚も服を重ね着し、何㎞も歩いて、近くの町にあるたった一つの学校に

通学するのです。少し離れたところに住んでいる生徒は、村を通過するたった１台のバスに乗るため、毎日命がけ

でバスを待ちます。10 分以上じっと待ち続けていたら凍死してしまうかもしれないからです。しかしそんな過酷な

自然環境の中でも、子供たちの表情は明るく、学校では元気いっぱいに暖かい室内で遊びます。学校に着くと、

さっそく二度目の朝食が出ます。子供たちは体温を保つ熱量を確保するため、たくさん食べなければならないか           

らです。なんとこの寒さではウイルスも死んでしまうため、誰も風邪はひかず、オイミャコンは長寿村なのです。 

このドキュメンタリーシリーズでは、インフラなどの設備に恵まれた社会に暮ら     

す日本人にはとても信じられないほど過酷な自然環境の中で、けなげに学校 

に通う世界中の子供たちを取材しています。「こんな厳しい自然環境の中でも

人は普通に生活できるのか」このドキュメンタリーを見ると、自然と共存する人

の多様性と可能性に驚かされるのです。                                                  

（校長  下山田芳子） 

               

春はもうすぐです   

 大寒波の影響で、１月２４日 

の夕方から、まとまった雪になり 

ました。昨年も同じ時期くらいに 

雪が降りましたが、かなり多く降 

ったのではなかったかと記憶し 

ています。今回は、公共交通機関の大きな乱れはありませんでしたが、交通事故の通報は、途切れることなく警

察署に入っていたと、巡回に来てくださった警察官がおっしゃっていました。 

  ２月３日は節分。豆まきで邪気を払い、幸せがやってくることを願いながら、春を待ちましょう。 

  

オイミャコンの子どもたち 



  

2022茨城県ユネスコ連絡協議会主催 「絵で伝えよう！みんなの町のたからもの」絵画展 

   おめでとうございます 
１月２２日（日）に表彰式が行われ、２年次生の小野崎 

  葵さんの「魚市場」という作品が茨城県ユネスコ連絡協 

  議会長賞を受賞しました。 

また、本校からは、ひたちなか市ユネスコ連絡協議会 

からも入賞作品のご連絡をいただき、１年次生の安 彩花 

利さん、齋藤 愛香さん、２年次生の小野崎 葵さんの作品 

が受賞しています。 

市展の表彰式は２月５日（日）に行われます。  

県展受賞者の作品は、「ふぁみりこらぼ」（ひたちなか市東石川） 「魚市場」  

  にて２月１日（水）～５日（日）まで展示されていますので、ぜひ足を運んで                        

  いただければと思います。  

                                       

              着々と… 
       ２月 21日（火）のミラ☆タンの発表に向けて、掲示物、プレゼンの 

     仕方、役割などなど…地域の活性化を提案するための、自分たちのアイ 

   デアをどのように発表するのか。 

    どのように提案したら、心に響き、自分たちの成果だけでなく、地域 

       の力になるのか。  

       生徒たちの発表を、どうぞお楽しみに！ 

                                          

「大きな発見と謎がある虎塚古墳」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３月に入ると、いよいよ、高校の学力検査があります。 

その関係で、登校する日が本当に少なくなくなってしまいます。 

どのように過ごすか、計画をたてておくと良いでしょう。 

このような機会だからこそ、お昼ご飯を自分で作ってみたり、 

洗濯などのお手伝いをしたりして、普段はなかなかできない体 

験をしてみるのも良いかもしれません。 

よく相談して、有意義にお過ごしください！          ※４月４日（火）離任式  ６日（木）始業式  ７日（金）入学式 

が 

SC来校日３日・１７日・２４日 

3日(金)授業公開⑥（2C・GCP） 

        （お客様が多数来校されます） 

        学校評議員会（書面開催） 

８ 日(水)学年末考査（～10日） 

 11日(土)建国記念の日  

 18日(土)中等入学予定者説明会 

 21日(火)未来探究発表会（２年次） 保護者懇談会 

          授業参観（1年次）保護者懇談会 

 2３日(木)天皇誕生日 

          

SC来校日 17日 

１日(水)勝田高校卒業証書授与式      

       ※登校して教室にてオンラインです 

２日(木)学力検査会場作成 

  ３日(金)県立高校学力検査  

  ４日(土)敷地内には入れません 

  ５日(日)敷地内には入れません 

         マリンチャレンジ発表会（東京） 

  ６日(月)～8日（水） 生徒休業日          

         ※敷地内には入れません 

１０日（金）３時間授業 金①②③ 

１３日（月）生徒休業日  ※午前中は敷地内には入れません 

１４日（火）県立高校合格発表 

１７日（金）３時間授業 金④⑤⑥  

２１日（火）春分の日 

２２日（水）大掃除  終業式 

２３日（木）学年末休業（～４／５） 


